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１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国立大学法人岐阜大学

（２） 大　学　名
　　　　岐阜大学大学院

（３） 調査対象大学等の位置

　　　〒５０１－１１９３
　　　　岐阜県岐阜市柳戸１番１

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

専攻長等

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

（４） 管理運営組織

職　　名

理 事 長

学　　長

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

　　　【連携外国大学の設置者】インド

　　　【連携外国大学の名称】

　　　【連携外国大学の本部の位置】
　　　　Indian Institute of Technology Guwahati,  Guwahati - 781039, India

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成３０年度に報告済の内容　→（30）

　　　　　　令和元年度に報告する内容　→（元）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

研究科長
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、平成２７年度開設の４年制の学科の完成年度を超えて報告する場合（令和元年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を超えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

　連合農学研究科

岐阜大学・イン
ド工科大学グワ
ハティ校国際連
携食品科学技術

専攻

3 2 － 6

＜20＞ ＜60＞
　博士（学術）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

2人 -人 人 人 人 人

3 －

(－) (－) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[3] [－] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

3 －

(－) (－) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[3] [－] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

2 －

(－) (－) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[2] [－] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

2 －

(－) (－) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[2] [－] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　「春季入学」、「その他の学期」については，各国際連携学科の入学時期に合わせて表を修正してください。

　　　（例）「春季入学」→「４月入学」、「１０月入学」等

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

－

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画
備　　考

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和元年度 令和２年度 令和３年度

　　　・＜　＞内の数字は、母体となる学部等の全体の入学定員を記入してください。

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

（注）・　定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

農学関係
年 人 年次 人

人

1.00倍
受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

1.00

(　 　)

[－] [ 　 ]

(－) (　 　)

志願者数

Ａ　 入学定員

[ 　 ]
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

2 －

[2] (－) [　 　] [　 　] [　　 ] [　 　]

(－) [－] （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　]

（　　） （　　）

　　　・　「春季入学」、「その他の学期」については，各国際連携学科の入学時期に合わせて表を修正してください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

備　　　　　考

１年次

２年次

３年次

[2] [　　　　 ] [　　　　 ]計

2

　　　（例）「春季入学」→「４月入学」、「１０月入学」等

(－) （　　　　 ） （　　　　 ）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

令和元年度 令和２年度 令和３年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

2 人 0 人 令和元年度 0 人 0 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

0 人 0 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 2

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 0

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（ｂ） 0

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

主な退学理由
（留学生の理由は[　]書き）

内訳

入学した年度
退学者数

うち留学生数

人

　　　区　分

対象年度

在学者数（b） 退学者数（a）

令和元年度

令和２年度 人

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

合　　計

令和３年度 人 人

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

= = ― ％

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

= = 0 ％

= = ― ％
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【令和元年度】

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

1・2 ② 1 1 2 1・2 ② 1 1 2
１・2 ② 0.5 　 　 1 　 　 　 2 １・2 ② 0.5 　 　 1 　 　 　 2

１・2 ② 0.5 　 　 1 　 　 　 １・2 ② 0.5 　 　 1 　 　 　

1・2・3 ③ 　 1 　 1 　 　 　 　 1・2・3 ③ 　 1 　 1 　 　 　 　
1・2・3 通 　 1 　 1 　 　 　 　 1・2・3 通 　 1 　 1 　 　 　 　

1・2 ③④ 　 1 　 1 2 　 　 　 1・2 ③④ 　 1 　 1 2 　 　 　

1・2・3 通 　 1 　 1 　 　 　 1・2・3 通 　 1 　 1 　 　 　

1・2 ④ 　 1 　 　 　 1 1・2 ④ 　 1 　 　 　 1

1・2 ④ 　 1 　 　 　 　 　 1 1・2 ④ 　 1 　 　 　 　 　 1

- 2 6 0 3 2 0 0 0 4 - 2 6 0 3 2 0 0 0 4

○ 1 ① 1 　 　 30 26 　 　 　 ○ 1 ① 1 　 　 30 25 　 　 　

○ 1～3 通 3 　 　 30 26 　 　 　 ○ 1～3 通 3 　 　 30 25 　 　 　

○ 1～2 ④ 2 　 　 30 26 　 　 　 ○ 1～2 ④ 2 　 　 30 25 　 　 　

○ 3 ③ 1 　 　 30 26 　 　 　 ○ 3 ③ 1 　 　 30 25 　 　 　

3 ①② 　 1 　 13 4 　 　 　 3 ①② 　 1 　 13 3 　 　 　

3 ③④ 　 1 　 13 5 　 　 　 3 ③④ 　 1 　 13 4 　 　 　

3 ①② 　 1 　 13 5 　 　 　 3 ①② 　 1 　 13 4 　 　 　

- 　 7 3 0 30 26 0 0 0 0 - 　 7 3 0 30 25 0 0 0 0

- 　 9 9 0 33 28 0 0 0 4 - 　 9 9 0 33 27 0 0 0 4

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・  本授業科目表は、開設年度から提出年度までの間において実際に実施された授業科目に関する情報として記入してください。
　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を
　　　　黒字で記入してください。その上で、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。
　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。
　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。
　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

＜連合農学研究科　岐阜大学・インド工科大学グワハティ校国際連携食品科学技術専攻＞

（１）ー① 授業科目表

【認可時又は届出時】

単位数 専任教員等の配置

小計（9科目）

総合農学ゼミナール

研究者倫理・職業倫理

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ･ﾌｨｼﾞｶﾙﾍﾙｽ

農学特別講義Ⅱ（英語）

農学特別講義Ⅲ

インターネットチュートリアル

研究インターンシップ

科学英語ライティング

カルタヘナ議定書

岐阜大学

インターネットチュートリアル 岐阜大学

研究インターンシップ 岐阜大学

科学英語ライティング

カルタヘナ議定書 岐阜大学

ディザテーションプロジェクトプロポーザル 岐阜大学・インド工科大学

小計（9科目）

岐阜大学

総合農学ゼミナール 岐阜大学

研究者倫理・職業倫理 岐阜大学

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ･ﾌｨｼﾞｶﾙﾍﾙｽ

農学特別講義Ⅱ（英語） 岐阜大学

農学特別講義Ⅲ 岐阜大学

２　授業科目の概要

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

岐阜大学

兼

任

・

兼

担

開設大学
科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

共同
開設
科目

開設大学

共
　
通
　
科
　
目

共
　
通
　
科
　
目

共同
開設
科目

岐阜大学

岐阜大学

小計（7科目）

岐阜大学

ディザテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

岐阜大学食品科学技術特別講義

食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

食品科学技術特別演習

岐阜大学・インド工科大学

岐阜大学・インド工科大学

岐阜大学

岐阜大学

専
　
門
　
科
　
目

　本専攻に３年以上在学したうえ、下記の用件を満たした者について、博士（学術）の学位を授与する。
１　修了に必要な最低修得単位数１２単位（必修９単位、選択３単位）を取得する。
２　学位論文の審査及び最終試験に合格する。
　学位論文審査を申請する要件は、学位論文の基礎となる学術論文(単著論文、筆頭著者又は筆頭著者
相当と認められる共著論文) (以下｢基礎となる学術論文｣ という｡) を２編以上有するものとする｡ただし、基
礎となる学術論文のうち少なくとも１編は、博士課程在学中の研究成果に基づく学術論文（総説を除く）で
あり、筆頭著者であること（筆頭著者相当と認められる論文はこれに該当しない）。なお、１編は総説とする
ことができる。

＜配当年次欄について＞
本専攻は，以下のとおり配当年次の記載方法を決めた上で，記載した。
①：4，5月
②：6，7月
③：10，11月
④：12，1月

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

　本専攻に３年以上在学したうえ、下記の用件を満たした者について、博士（学術）の学位を授与する。
１　修了に必要な最低修得単位数１２単位（必修９単位、選択３単位）を取得する。
２　学位論文の審査及び最終試験に合格する。
　学位論文審査を申請する要件は、学位論文の基礎となる学術論文(単著論文、筆頭著者又は筆頭著
者相当と認められる共著論文) (以下｢基礎となる学術論文｣ という｡) を２編以上有するものとする｡ただ
し、基礎となる学術論文のうち少なくとも１編は、博士課程在学中の研究成果に基づく学術論文（総説を
除く）であり、筆頭著者であること（筆頭著者相当と認められる論文はこれに該当しない）。なお、１編は総
説とすることができる。

＜配当年次欄について＞
本専攻は，以下のとおり配当年次の記載方法を決めた上で，記載した。
①：4，5月
②：6，7月
③：10，11月
④：12，1月

合計（16科目） 合計（16科目）

バイマンスリープログレスレビュー

岐阜大学・インド工科大学

ディザテーションシノプシスレビュー 岐阜大学・インド工科大学

国際連携食品科学技術特別講義

岐阜大学

岐阜大学

岐阜大学

岐阜大学

岐阜大学

岐阜大学

岐阜大学・インド工科大学

岐阜大学・インド工科大学

ディザテーションシノプシスレビュー

国際連携食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ 岐阜大学

国際連携食品科学技術特別演習 岐阜大学

岐阜大学・インド工科大学

アニュアルプログレスレビュー

専
　
門
　
科
　
目

小計（7科目）
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【令和元年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

（２） 授業科目数

9

0

0 12 3 9

0 0

0 12

0

設置時の計画

必修 選択 自由 計（Ａ）
備考

インド工科
大学グワハ
ティ校

[0] [0] [0]

変更状況

共同開設科目
0 0 44 4

[0]

3

0 0 0 0

必修 選択 自由 計

岐阜大学

[0]

[0] [0] [0] [0]

[0] [0]

[0]

400

・教育内容の見直しにより、専門科目「食品科学技術特別講義」、「食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ」、「食品科学技術特別演習」の名称を、それぞれ「国際連携食品科学技術特別講
義」、「国際連携食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ」、「国際連携食品科学技術特別演習」に変更。
・H31.3に寺本好邦准教授が転出したため、「ディザテーションプロジェクトプロポーザル」、「バイマンスリープログレスレビュー」、「アニュアルプログレスレビュー」、
「ディザテーションシノプシスレビュー」の専任教員等の配置を「教授30、准教授26」から「教授30、准教授25」に変更。
・H31.3に寺本好邦准教授が転出したため、「国際連携食品科学技術特別講義」の専任教員等の配置を「教授13、准教授4」から「教授13、准教授3」に変更。
・H31.3に寺本好邦准教授が転出したため、「国際連携食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ」、「国際連携食品科学技術特別演習」の専任教員等の配置を「教授13、准教授5」から「教授
13、准教授4」に変更。

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　

6



番号 開設大学 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 岐阜大学 該当なし

２ インド工科大学グワハティ校 該当なし

３ 共同開設科目 該当なし

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

番号 開設大学 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 岐阜大学 該当なし

２ インド工科大学グワハティ校 該当なし

３ 共同開設科目 該当なし

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、
　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

16

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。
　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

（４） 廃止科目

廃止の理由，代替措置の有無

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0

7



備考

大学全体

別途附属病院70,002㎡

大学全体

専攻単位での特定

不能なため、大学

全体の数

大学全体

大学全体

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　　※国際連携学科等に係る申請大学の状況を記載し，連携外国大学の状況は含めないでください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成３０年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，

　　　　その理由及び報告年度「（元）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

第６年次

－ 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

－ 千円 － 千円 設備購入費 － 千円 － 千円 － 千円

学生納付金以外の維持方法の概要 ―

(７) 体　　育　　館

面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

4,616㎡
弓道場、プ－ル、陸上競技場、野球場、ラグビ－場、サッカ－コ－
ト、バスケットボ－ルコ－ト(3面)、ハンドボ－ルコ－ト(2面)、バレ
－ボールコ－ト(4面)、テニスコ－ト(13面)

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分 開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 － 千円 － 千円 図書購入費 － 千円 － 千円 － 千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

9,951㎡ 712 959,578

2,238

（905,757[303,075]） （24,032[11,722]） （7,268[6,048]） (4,331) (6,487) (2,238)
計

905,757[303,075] 24,032[11,722] 7,268[6,048] 4,331 6,487

4,331 6,487 2,238

機械・器具 標　　本視聴覚資料

（905,757[303,075] ） （24,032[11,722]） （7,268[6,048]） (4,331) (6,487) (2,238)

点 点 点

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕

岐阜大学・イン
ド工科大学グワ
ハティ校国際連
携食品科学技術

専攻

905,757[303,075] 24,032[11,722] 7,268[6,048]

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数 平成31年3月に准教授１

名が辞任したため、室数
を１減した。（元）連合農学研究科　岐阜大学・インド工科大学グワハティ校国際連携食品科学技術専攻（D)

22
23

室

67室 575室
8室 1室

（補助職員　0人） （補助職員　　0人）

（　　　　　　0㎡） （　　　　　　0㎡） （　　　　195,928㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

86室

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

195,928㎡ 0㎡ 0㎡ 195,928㎡

（　　　　195,928㎡）

その他の内、附属病院
62,890㎡

小　　　計 283,346㎡ 0㎡ 0㎡ 283,346㎡

大学全体

そ　の　他 6,045,665㎡ 9,051㎡ 0㎡ 6,054,716㎡

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 192,757㎡ 0㎡ 0㎡ 192,757㎡

運動場用地 90,589㎡ 0㎡ 0㎡ 90,589㎡

合　　　計 6,329,011㎡ 9,051㎡ 0㎡ 6,338,062㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 年度 年度 年度

人

＜学部＞

教育学部 4 250 - 1,000 - 1.02 - 昭和41 -

　学校教育教員養成課程 4 230 - 920 学士（教育学） 1.03 - 平成10 岐阜県岐阜市柳戸１番1

　特別支援学校教員養成課程 4 20 - 80 学士（教育学） 1.01 - 平成19 同上

3年次

地域科学部 4 100 10 420 - 1.07 - 平成8 -

3年次

　地域政策学科 4 50 5 210 学士（地域科学） - 平成18 岐阜県岐阜市柳戸１番1

3年次 1.07

　地域文化学科 4 50 5 210 学士（地域科学） - 平成18 同上

3年次

医学部 4・6 190 10 997 - 1.00 - 昭和39 -

　医学科 6 110 - 657 学士（医学） 1.00 平成30 昭和39 岐阜県岐阜市柳戸１番1

3年次

　看護学科 4 80 10 340 学士（看護学） 1.00 - 平成12 同上

3年次

工学部 4 510 30 2,100 - 1.04 - 昭和27 -

　社会基盤工学科 4 60 - 240 学士（工学） 1.05 - 平成14 岐阜県岐阜市柳戸１番1

　機械工学科 4 130 - 520 学士（工学） 1.04 - 平成25 同上

　化学・生命工学科 4 150 - 600 学士（工学） 1.05 - 平成25 同上

　電気電子・情報工学科 4 170 - 680 学士（工学） 1.02 - 平成25 同上

　応用化学科 4 - - - 学士（工学） - - 平成14 同上 平成25年度より学生募集停止

　電気電子工学科 4 - - - 学士（工学） - - 平成14 同上 平成25年度より学生募集停止

3年次

　（各学科共通） - - 30 60 - - - - -

　 3年次

応用生物科学部 4・6 190 10 840 - 1.05 - 平成16 -

3年次

　応用生命科学課程 4 80 5 330 学士（応用生物科学） 1.07 - 平成23 岐阜県岐阜市柳戸１番1

3年次

　生産環境科学課程 4 80 5 330 学士（応用生物科学） 1.03 - 平成16 同上

　共同獣医学科 6 30 - 180 学士（獣医学） 1.05 - 平成25 同上

　獣医学課程 6 - - - 学士（獣医学） - - 平成16 同上 平成25年度より学生募集停止

大学全体 4・6 1,240 60 5,357 - 1.03 - - -

　岐　阜　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

定員変更
年度

（AC期間

開設
年度

所　在　地
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大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 年度 年度 年度

人

　岐　阜　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

定員変更
年度

（AC期間

開設
年度

所　在　地

＜大学院＞

教育学研究科 2 69 - 138 - 0.95 - 平成7年 -

　専門職学位課程

　　教職実践開発専攻 2 25 - 50 教職修士（専門職） 0.98 - 平成20 岐阜県岐阜市柳戸１番1

　修士課程

　　心理発達支援専攻 2 10 - 20 修士（教育学） 0.85 - 平成20 同上

　　総合教科教育専攻 2 34 - 68 修士（教育学） 0.97 - 平成25 同上

地域科学研究科 2 20 - 40 - 0.90 - 平成13 -

　修士課程

　　地域政策専攻 2 12 - 24 修士（地域科学） 0.29 - 平成13 岐阜県岐阜市柳戸１番1

　　地域文化専攻 2 8 - 16 修士（地域科学） 1.81 - 平成13 同上

医学系研究科 2・4 55 - 204 - 0.66 - 平成17 -

　博士課程

　　医科学専攻 4 47 - 188 博士（医学） 0.68 - 平成14 岐阜県岐阜市柳戸１番1

　博士後期課程

　　再生医科学専攻 3 - - - 博士（再生医科学） - - 平成14 同上 平成31年度より学生募集停止

　修士課程

　　看護学専攻 2 8 - 16 修士（看護学） 0.37 平成17 同上

工学研究科 3 27 - 27 - 1.00 - 昭和42 -

　博士課程

　　工学専攻 3 23 - 23 博士（工学） 1.00 - 平成31 岐阜県岐阜市柳戸１番1

　　岐阜大学・イン
　　ド工科大学グワ
　　ハティ校国際連
　　携統合機械工学
　　専攻

3 2 - 2 博士（学術） 1.00 - 平成31 同上

　　岐阜大学・マレ
　　ーシア国民大学
　　国際連携材料科
　　学工学専攻

3 2 - 2 博士（学術） 1.00 - 平成31 同上

　博士前期課程

　　社会基盤工学専攻 2 - - - 修士（工学） - - 平成18 同上 平成29年度より学生募集停止

　　応用情報学専攻 2 - - - 修士（工学） - - 平成18 同上 平成29年度より学生募集停止

　　数理デザイン工学専攻 2 - - - 修士（工学） - - 平成18 同上 平成29年度より学生募集停止

　　環境エネルギーシステム専攻 2 - - - 修士（工学） - - 平成18 同上 平成29年度より学生募集停止

　博士後期課程

　　生産開発システム工学専攻 3 - - - 博士（工学） - - 平成3 同上 平成31年度より学生募集停止

　　物質工学専攻 3 - - - 博士（工学） - - 平成3 同上 平成31年度より学生募集停止

　　電子情報システム工学専攻 3 - - - 博士（工学） - - 平成3 同上 平成31年度より学生募集停止

　　環境エネルギーシステム専攻 3 - - - 博士（工学） - - 平成11 同上 平成31年度より学生募集停止

応用生物科学研究科 2 - - - - - - 平成20 -

　修士課程

　　応用生命科学専攻 2 - - - 修士（応用生物科学） - - 平成25 岐阜県岐阜市柳戸１番1 平成29年度より学生募集停止

自然科学技術研究科 2 375 - 750 - 1.23 - 平成29 -

　修士課程

　　生命科学・化学専攻 2 74 - 156 修士（工学または応
用生物科学） 1.26 - 平成29 岐阜県岐阜市柳戸１番1 平成31年度入学定員減（△8人）

　　生物生産環境科学専攻 2 42 - 86 修士（応用生物科学） 1.12 - 平成29 同上 平成31年度入学定員減（△2人）

　　環境社会基盤工学専攻 2 29 - 58 修士（工学） 1.25 - 平成29 同上

　　物質・ものづくり工学専攻 2 67 - 134 修士（工学） 1.33 - 平成29 同上

　　知能理工学専攻 2 81 - 162 修士（工学） 1.18 - 平成29 同上
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大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 年度 年度 年度

人

　岐　阜　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

定員変更
年度

（AC期間

開設
年度

所　在　地

　　エネルギー工学専攻 2 72 - 144 修士（工学） 1.25 - 平成29 同上

　　岐阜大学・イン
　　ド工科大学グワ
　　ハティ校国際連
　　携食品科学技術
　　専攻

2 10 - 10 修士（食品科学技術） 0.40 - 平成31 同上

共同獣医学研究科 4 6 - 6 - 0.83 - 平成31 ‐

　博士課程

共同獣医学専攻 4 6 - 6 博士（獣医学） 0.83 - 平成31 岐阜県岐阜市柳戸１番1

連合農学研究科 3 20 - 60 - 1.03 - 平成3 -

　博士課程

　　生物生産科学専攻 3 7 - 21 博士（農学） 0.57 - 平成3 岐阜県岐阜市柳戸１番1

　　生物環境科学専攻 3 5 - 15 博士（農学） 1.26 - 平成3 同上

　　生物資源科学専攻 3 6 - 22 博士（農学） 1.31 - 平成3 同上 平成31年度入学定員減（△2人）

　　岐阜大学・イン
　　ド工科大学グワ
　　ハティ校国際連
　　携食品科学技術
　　専攻

3 2 - 2 博士（学術） 1.00 - 平成31 同上

連合獣医学研究科 4 - - - - - - 平成2 ‐

　博士課程

　　獣医学専攻 4 - - - 博士（獣医学） - - 平成2 岐阜県岐阜市柳戸１番1 平成31年度より学生募集停止

連合創薬医療情報研究科 3 6 - 18 - 0.88 - 平成19 ‐

　博士課程

　　創薬科学専攻 3 3 - 9 博士（工学または薬
科学） 0.77 - 平成19 岐阜県岐阜市柳戸１番1

　　医療情報学専攻 3 3 - 9 博士（医科学または
薬科学） 1.00 - 平成19 同上

大学院全体 2・3・4 578 - 1,243 - 1.07 - - -

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校種ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」の考え方は「大学設置等に係る提出書類の作成の手引き（平成31年度改訂版）」と同じです。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。
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【認可時又は届出時】 【令和元年度】

専

専

専

専

専

専

専

専

専

中野　浩平

＜平成31年4月＞

博士（農学）

総合農学ゼミナール

研究者倫理・職業倫理

農学特別講義Ⅱ（英語）

農学特別講義Ⅲ

研究インターンシップ

岩橋　均

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

食品科学技術特別講義

食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

食品科学技術特別演習

鈴木　徹

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

食品科学技術特別講義

食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

食品科学技術特別演習

光永　徹

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

食品科学技術特別講義

食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

食品科学技術特別演習

長岡　利

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

食品科学技術特別講義

食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

食品科学技術特別演習

石田　秀治

＜平成31年4月＞

博士（理学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

食品科学技術特別講義

食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

食品科学技術特別演習

川窪　伸光

＜平成31年4月＞

博士（理学）

インターネットチュートリアル

教授

教授

教授

教授

教授

専

専

＜岐阜大学＞

専

専

専

５　教員組織の状況

（１）ー① 担当教員表

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

教授

川窪　伸光

＜平成31年4月＞

博士（理学）

インターネットチュートリアル

教授

光永　徹

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

国際連携食品科学技術特別講義

国際連携食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

国際連携食品科学技術特別演習

教授

長岡　利

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

国際連携食品科学技術特別講義

国際連携食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

国際連携食品科学技術特別演習

教授

石田　秀治

＜平成31年4月＞

博士（理学）

教授

中野　浩平

＜平成31年4月＞

博士（農学）

総合農学ゼミナール

研究者倫理・職業倫理

農学特別講義Ⅱ（英語）

農学特別講義Ⅲ

研究インターンシップ

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名

兼担・ 兼担・

の別　 の別　

教授

岩橋　均

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

国際連携食品科学技術特別講義

国際連携食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

国際連携食品科学技術特別演習

教授

鈴木　徹

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

国際連携食品科学技術特別講義

国際連携食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

国際連携食品科学技術特別演習

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

国際連携食品科学技術特別講義

国際連携食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

国際連携食品科学技術特別演習

教授

教授
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【認可時又は届出時】 【令和元年度】

教授

矢部　富雄

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

国際連携食品科学技術特別講義

国際連携食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

国際連携食品科学技術特別演習

教授

山本　義治

＜平成31年4月＞

博士(理学)

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

国際連携食品科学技術特別講義

国際連携食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

国際連携食品科学技術特別演習

専 教授

西津　貴久

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

国際連携食品科学技術特別講義

国際連携食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

国際連携食品科学技術特別演習

専 教授

岩本　悟志

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

国際連携食品科学技術特別講義

国際連携食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

国際連携食品科学技術特別演習

教授

小山　博之

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

国際連携食品科学技術特別講義

国際連携食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

国際連携食品科学技術特別演習

専 教授

山本　裕之

＜平成31年4月＞

博士（医学）

メンタルヘルス・フィジカルヘルス

専 教授

上野　義仁

＜平成31年4月＞

博士(理学)

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

国際連携食品科学技術特別講義

国際連携食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

国際連携食品科学技術特別演習

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

食品科学技術特別講義

食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

食品科学技術特別演習

山本　義治

＜平成31年4月＞

博士(理学)

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

食品科学技術特別講義

食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

食品科学技術特別演習

西津　貴久

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

食品科学技術特別講義

食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

食品科学技術特別演習

岩本　悟志

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

食品科学技術特別講義

食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

食品科学技術特別演習

矢部　富雄

＜平成31年4月＞

博士（農学）

山本　裕之

＜平成31年4月＞

博士（医学）

メンタルヘルス・フィジカルヘルス

上野　義仁

＜平成31年4月＞

博士(理学)

専

専

専
ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

食品科学技術特別講義

食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

食品科学技術特別演習

小山　博之

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

食品科学技術特別講義

食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

食品科学技術特別演習

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授

専

専

専

専

専

専

専

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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【認可時又は届出時】 【令和元年度】

専 准教授

清水　将文

＜平成31年4月＞

博士(学術)

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

国際連携食品科学技術特別講義

国際連携食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

国際連携食品科学技術特別演習

専 教授

中川　智行

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

国際連携食品科学技術特別講義

国際連携食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

国際連携食品科学技術特別演習

専 教授

海老原　章郎

＜平成31年4月＞

博士（学術）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

国際連携食品科学技術特別講義

国際連携食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

国際連携食品科学技術特別演習

兼担・

柳瀬　笑子

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

食品科学技術特別講義

食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

食品科学技術特別演習

准教授専

専

専
（調
）

中川　智行

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

食品科学技術特別講義

食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

食品科学技術特別演習

海老原　章郎

＜平成31年4月＞

博士（学術）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

食品科学技術特別講義

食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

食品科学技術特別演習

三宅　崇

＜平成31年4月＞

博士（理学）

インターネットチュートリアル

加藤　正吾

＜平成31年4月＞

博士（農学）

インターネットチュートリアル

寺本　好邦

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

食品科学技術特別講義

食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

食品科学技術特別演習

清水　将文

＜平成31年4月＞

博士(学術)

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

食品科学技術特別講義

食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

食品科学技術特別演習

准教授

准教授

准教授

教授

専

専

専

専

専
（調
）

専

専

教授

准教授

三宅　崇

＜平成31年4月＞

博士（理学）

インターネットチュートリアル

准教授

加藤　正吾

＜平成31年4月＞

博士（農学）

インターネットチュートリアル

准教授

柳瀬　笑子

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

国際連携食品科学技術特別講義

国際連携食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

国際連携食品科学技術特別演習

准教授

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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【認可時又は届出時】 【令和元年度】

准教授

小林　佑理子

＜平成31年4月＞

博士（農学）

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

国際連携食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

国際連携食品科学技術特別演習

兼任 講師

スリカンタ　彩智

＜平成31年4月＞

博士（農学）

総合農学ゼミナール

研究者倫理・職業倫理

科学英語ライティング

兼任 講師

加藤　晴也

＜平成31年4月＞

農学修士

研究者倫理・職業倫理

専 准教授

島田　昌也

＜平成31年4月＞

博士(食品栄養科学)

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

国際連携食品科学技術特別講義

国際連携食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

国際連携食品科学技術特別演習

小林　邦彦

＜平成31年4月＞

修士（地球環境学）

カルタヘナ議定書

スリカンタ　彩智

＜平成31年4月＞

博士（農学）

総合農学ゼミナール

研究者倫理・職業倫理

科学英語ライティング

加藤　晴也

＜平成31年4月＞

農学修士

研究者倫理・職業倫理

Onwa-Agyeman Siaw

＜平成31年4月＞

農学博士

総合農学ゼミナール

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

食品科学技術特別演習

専

兼任

島田　昌也

＜平成31年4月＞

博士(食品栄養科学)

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

食品科学技術特別講義

食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ

食品科学技術特別演習

小林　佑理子

＜平成31年4月＞

博士（農学）

講師

講師

講師

准教授

准教授専

専

兼任

兼任

小林　邦彦

＜平成31年4月＞

修士（地球環境学）

カルタヘナ議定書

兼任 講師

Onwa-Agyeman Siaw

＜平成31年4月＞

農学博士

総合農学ゼミナール

講師兼任 講師 兼任

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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【認可時又は届出時】 【令和元年度】

Mihir K. PURKAIT

＜平成31年4月＞

外国

外国
教授
相当
Prof.

Bishnupada MANDAL

＜平成31年4月＞

外国
教授
相当
Prof.

外国
教授
相当
Prof.

教授
相当
Prof.

Mihir K. PURKAIT

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

外国
教授
相当
Prof.

教授
相当
Prof.

Anugrah SINGH

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

外国
教授
相当
Prof.

Bishnupada MANDAL

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

Kaustubha MOHANTY

＜平成31年4月＞

外国
教授
相当
Prof.

Kaustubha MOHANTY

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

Latha RANGAN

＜平成31年4月＞

外国
教授
相当
Prof.

Latha RANGAN

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

外国
教授
相当
Prof.

Lingaraj SAHOO

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

Pakshirajan KANNAN

＜平成31年4月＞

外国
教授
相当
Prof.

Pakshirajan KANNAN

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

Lingaraj SAHOO

＜平成31年4月＞

外国
（調
）

教授
相当
Prof.

Rakhi CHATURVEDHI

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

Utpal BORA

＜平成31年4月＞

外国
教授
相当
Prof.

Rajaram SWAMINATHAN

＜平成31年4月＞

外国

外国
教授
相当
Prof.

外国
教授
相当
Prof.

外国
教授
相当
Prof.

教授
相当
Prof.

Rajaram SWAMINATHAN

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

Utpal BORA

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

Anugrah SINGH

＜平成31年4月＞

外国

外国
（調
）

教授
相当
Prof.

Rakhi CHATURVEDHI

＜平成31年4月＞

外国
教授
相当
Prof.

外国
教授
相当
Prof.

外国
教授
相当
Prof.

Arun GOYAL

＜平成31年4月＞

外国
教授
相当
Prof.

Arun GOYAL

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

の別　 の別　

＜インド工科大学グワハティ校＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名
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【認可時又は届出時】 【令和元年度】

Manish KUMAR

＜平成31年4月＞

外国

外国

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Ajaikumar B. KUNNUMAKKARA

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

Biman MANDAL

＜平成31年4月＞

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Biman MANDAL

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Ajaikumar B. KUNNUMAKKARA

＜平成31年4月＞

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Manish KUMAR

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Sanjukta PATRA

＜平成31年4月＞

外国

外国
教授
相当
Prof.

S. K. MAJUMDER

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

Tamal BANERJEE

＜平成31年4月＞

外国
教授
相当
Prof.

Tamal BANERJEE

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

Subhendu Sekhar Bag

＜平成31年4月＞

外国

外国
教授
相当
Prof.

S. K. MAJUMDER

＜平成31年4月＞

外国
教授
相当
Prof.

外国
教授
相当
Prof.

教授
相当
Prof.

Subhendu Sekhar Bag

＜平成31年4月＞

Prabirkumar SAHA

＜平成31年4月＞

外国
教授
相当
Prof.

Prabirkumar SAHA

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

Ramagopal UPPALURI

＜平成31年4月＞

外国

外国
教授
相当
Prof.

Pallab GHOSH

＜平成31年4月＞

外国
教授
相当
Prof.

外国
教授
相当
Prof.

教授
相当
Prof.

Ramagopal UPPALURI

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

教授
相当
Prof.

Pallab GHOSH

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

の別　

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

Senthilkumar SIVAPRAKASAM

＜平成31年4月＞

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Senthilkumar SIVAPRAKASAM

＜平成31年4月＞

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Sanjukta PATRA

＜平成31年4月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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【認可時又は届出時】 【令和元年度】

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Lal Mohan Kundu

＜平成31年4月＞

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Lal Mohan Kundu

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Sudip MITRA

＜平成31年4月＞

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Sudip MITRA

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Vaibhav V. GOUD

＜平成31年4月＞

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Vaibhav V. GOUD

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Lalit Mohan PANDEY

＜平成31年4月＞

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Lalit Mohan PANDEY

＜平成31年4月＞

Animes Kr. GOLDER

＜平成31年4月＞

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

外国

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Chandan DAS

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

Kishore NANDA

＜平成31年4月＞

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Kishore NANDA

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

Prakash KOTECHA

＜平成31年4月＞

外国

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Animes Kr. GOLDER

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Vimal KATIYAR

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Rajesh UPADHYAY

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Senthilmurugan S.

＜平成31年4月＞

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Senthilmurugan S.

＜平成31年4月＞

Chandan DAS

＜平成31年4月＞

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Prakash KOTECHA

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Rajesh UPADHYAY

＜平成31年4月＞

Vimal KATIYAR

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

外国

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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【認可時又は届出時】 【令和元年度】

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。
　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Siddhartha SINGHA

＜平成31年4月＞

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Siddhartha SINGHA

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Pankaj TIWARI

＜平成31年4月＞

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Pankaj TIWARI

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Selvaraju NARAYANASAMY

＜平成31年4月＞

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Selvaraju NARAYANASAMY

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

Raghavendra GUPTA

＜平成31年4月＞

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Raghavendra GUPTA

＜平成31年4月＞

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

外国

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

外国

准教
授相
当

Assoc
.

Prof.

Anandalakshmi RAMALINGAM

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

Anandalakshmi RAMALINGAM

＜平成31年4月＞

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

ディサテーションプロジェクトプロポーザル

バイマンスリープログレスレビュー

アニュアルプログレスレビュー

ディサテーションシノプシスレビュー

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

【令和元年度】

＜インド工科大学グワハティ校＞

特になし。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

【令和元年度】

（１）ー②担当教員表に関する変更内容
　　　　 　　　　

・寺本好邦准教授が転出のため辞任。

＜岐阜大学＞

20



（注）・　本様式は、当該国際連携学科等に所属し授業科目を担当する専任教員（同一の学部又は研究科内の他の学科又は専攻の専任教員

　　　　（研究指導教員等）が兼ねて担当する場合も含める）について記入してください。

（注）・　大学院に専攻ごとに置くものとする教員の数について定める件（平成十一年九月十四日文部省告示第百七十五号）により

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　および、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= 0 ％
22

歳 名 名

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
22

= 95.65 ％
23

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 0 0

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

22 0 1
21 0 1

(21) 0 (1)

准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）

16 7 0 0 23
16 6 0 0 22

(16) (6) 0 0 (22)

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要研

究指導教員数

完成年度時における
設置基準上の必要研
究指導補助教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

4 3 4

名 名 名

　　　　算出される教員数を記入してください。

　（２）－②　専任教員数【大学院】

設　置　時　の　計　画 現在（報告時）の状況

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授

助　教
計

（Ｃ）
講　師 助　教

計
（Ｃ）

教　授 准教授 講　師教　授 准教授

［△1］ ［0］ ［△1］ ［0］ ［0］ ［△1］［0］

22 16 6 0 0 2216 6 0 0

［△1］ ［0］ ［0］

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

21 0 1

［0］ ［0］

21 0 1

［△1］ ［0］ ［0］ ［△1］
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（注）・　本様式は、当該国際連携学科等に所属し授業科目を担当する専任教員（同一の学部又は研究科内の他の学科又は専攻の

　　　　専任教員研究指導教員等）が兼ねて担当する場合も含める）について記入してください。

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

=
1

= 4.34 ％

1
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計 7 科目 計 7 計 0 計 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0
人

必修 4 科目 必修

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

合計（Ｄ）＋（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

4 必修 0 必修 0

選択 3 科目 選択 3 選択 0 選択 0

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

計 0

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

科目 計 0 計 0

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

0 人

必修 0

0 自由 0

計 0

選択 0 科目 選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由

選択 0

科目 必修

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

0 必修 0 必修 0

担当予定科目 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

該当なし

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

計 7 科目 計 7 計 0 計 0

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

4 必修 0 必修 0

1 人

必修 4

自由 0 科目 自由 0 自由

科目 必修

食品科学技術特別演習 ①

必修 アニュアルプログレスレビュー ①

必修 ディサテーションシノプシスレビュー ①

選択 食品科学技術特別講義 ①

選択 食品科学技術特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ ①

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

１ 准教授 寺本　好邦

必修

H31.3　転出のため就任辞退（元）H31.3

0 自由 0

選択 3 科目 選択 3 選択 0 選択 0

ディサテーションプロジェクトプロポーザル ①

必修 バイマンスリープログレスレビュー ①

選択
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

　　　　

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

0 人

必修 0

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

辞任した寺本好邦准教授の担当科目については、専攻内の他の教員で対応するため、支障はないと考えている。また、学生への周知につい
ては、学生募集要項にて周知した。

計 0 科目 計 0 計 0 計 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

選択 0 科目 選択 0 選択 0 選択 0

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

0 必修 0 必修 0科目 必修

該当なし

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由
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区　　　分
未履行事項について

の実施計画

認　可　時

（３０年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（元年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（２年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（３年）

助言事項 履行済

入学者選抜で求められ
る具体的な英語能力の
水準について明確にす
ること。

入学者選抜で求められる英
語能力は、TOEFLまたは
TOEICスコアによって判断
する。
判定の目安は以下のとおり
としている。
① TOEFL iBT：80点以上
② TOEIC：730点以上
③ IELTS：6.0点以上

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、調査結果が公表された年度の年を記入してください。

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

遵守事項 履行済

協定の締結にあたって
は、申請書に示されて
いる内容を確実に反映
させること。

申請書に示されている内容
を確実に反映させたうえで
平成３１年２月２１日付で
協定を締結した。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

開催日：2018年9月13日
場所：インド工科大学グワハティ校
参加者：【IITG側】Prof. M. Guru Prem Prasad (Dean of
Academic Affairs), Prof. Aditya N. Panda (Associate
Dean of AER), Prof. R. Uppaluri (Coordinator, M.Tech
in FST),
Prof. Rakhi Chaturvedhi (Coordinator, PhD in FST)
【岐阜大学側】海老原章郎教授 (Coordinator, M.Tech in
FST)、柳瀬笑子准教授 (Coordinator, PhD in FST)、
Himanshu S Jha博士(オブザーバー)
議題：協定書について
　　　シラバスについて
　　　単位について
　　　学生の生活支援について
　　　基礎論文の基準について
　　　入学から卒業までのスケジュールについて

開催日：2018年9月13日
場所：インド工科大学グワハティ校、岐阜大学（テレビ会
議システム）
参加者：【IITG側】Prof. M. Guru Prem Prasad (Dean of
Academic Affairs), Prof. Aditya N. Panda (Associate
Dean of AER), Prof. R. Uppaluri (Coordinator, M.Tech
in FST),
Prof. Rakhi Chaturvedhi (Coordinator, PhD in FST)
【岐阜大学側】海老原章郎教授、柳瀬笑子准教授、
Himanshu S Jha博士(オブザーバー)、
 鈴木文昭理事、小山博之教授、久米徹二教授、Lee Wah
Lim教授、Raymond Co准教授
議題：単位について

開催日：2018年9月15日10:00～
場所：インド工科大学グワハティ校
参加者：
【IITG側】Prof. M. Guru Prem Prasad (Dean of Academic
Affairs), Prof. Aditya N. Panda (Associate Dean of
AER), Prof. R. Uppaluri (Coordinator, M.Tech in FST),
Prof. Rakhi Chaturvedhi (Coordinator, PhD in FST),
Prof. Sashindra K. Kakoty (Head of Centre for Rural
Technology), Prof. Bishnupada Mandal (Head of
Department of Chemical Engineering), Prof. S.
Senthilvelan (Associate Dean of Academic Affairs),
Prof. Vishal Trivedi (on behalf of Head of Department
of Biosciences and Bioengineering), Prof. T.
Punniyamurthy (Head of Department of Chemistry),
Prof. S. K. Dwivedy (Head of Department of Mechanical
Engineering), Mr. A. Wanshai Shynret (Head of
Section, AER)
【岐阜大学側】海老原章郎教授 (Coordinator, M.Tech in
FST)、柳瀬笑子准教授 (Coordinator, PhD in FST)、
Himanshu S Jha博士(オブザーバー)
議題：協定書について
　　　学位記の形式について

７　その他全般的事項

＜連合農学研究科　岐阜大学・インド工科大学グワハティ校国際連携食品科学技術専攻＞

（１） 設置計画変更事項等
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開催日：2018年10月24日17:30～
場所：インド工科大学グワハティ校、岐阜大学（テレビ会
議システム）
参加者：【IITG側】Prof. M. Guru Prem Prasad (Dean of
Academic Affairs), Prof. Aditya N. Panda (Associate
Dean of AER), Prof. R. Uppaluri (Coordinator, M.Tech
in FST),
Prof. Rakhi Chaturvedhi (Coordinator, PhD in FST)
【岐阜大学側】鈴木文昭理事、小山博之教授、久米徹二教
授、海老原章郎教授、柳瀬笑子准教授、Raymond Co准教授
議題：
協定書に関して
文科省の書類（FST）の説明
IITG側の教員リストの確認

開催日：2019年3月1日18:00～
場所：インド工科大学グワハティ校、岐阜大学（テレビ会
議システム）
参加者：【IITG側】
Prof. Rakhi Chaturvedhi (Academic Coordinator of JPD
program in FST, Dean of AER), Prof. Lingaraj Sahoo
(Department of Biotechnology), Prof. Vimal Katiyar
(Department of Chemical Engineering)
【岐阜大学側】上野義仁教授、久米徹二教授、海老原章郎
教授、小山博之教授、柳瀬笑子准教授
議題：合否判定（合同入試委員会）

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　大学設置基準第５１条２項に規定されている携外国大学との「協議の場」について、実施状況

　　　　（開催日・議題等）を記載してください。
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　　　イ　「岐阜大学大学院連合農学研究科の活動についてのアンケート」の作成

　　　ウ　受講した教員からの質疑応答および代議員会での協議

　　　エ　研究科委員会及び次年度教員FDにて修正点について報告

　　　イ　インダストリー部会員からの「岐阜大学大学院連合農学研究科の活動についてのアンケート」の提出

　　　エ　外部評価結果のとりまとめ

　　１.連合農学研究科教員FD　参加者数71名（出席率68％）

　　２.連合農学研究科インダストリー部会　外部評価者６名

　　　なし

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　ア　「連合農学研究科の現状」作成および報告

　　　イ　「教員FD－教育力向上に向けて－」作成および報告

　　２.連合農学研究科インダストリー部会　平成31年2月28日開催

　　　ア　本研究科の１年間の活動状況について報告

　ｂ　実施方法

　　　ウ　インダストリー部会員からの質疑応答および協議

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　５月開催の代議員会にて協議を行い、改善に取り組む。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　　１.連合農学研究科教員FD

　　　ア　「連合農学研究科の現状」について全教員に配布し報告（講義形式）

　　　イ　「教員FD－教育力向上に向けて－」について全教員に配布し報告（講義形式）

　　２.連合農学研究科インダストリー部会

　　　ア　本研究科の１年間の活動状況について報告（講義形式）

　　１.連合農学研究科教員FD　平成31年4月11日（静岡）、4月17日（岐阜）開催

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　１.連合農学研究科教員FD　２.連合農学研究科インダストリー部会

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　１.年１回　２.年１回

　ｃ　委員会の審議事項等

　　１.研究科の活動について所属教員に対する報告を行い、教育課程、カリキュラム、授業科目、授業内容が適正に
　　　実施されているか確認し、授業内容、教育方法について所属教員の意見を聴取し、協議の上、改善する。
　　２.研究科の活動についてインダストリー部会（本研究科の後援会である東海地方の企業担当者による部会）に報
　　　告を行い、教育課程、カリキュラム、授業科目、授業内容が適正に実施されているか確認し、授業内容、教育方
　　　法を外部評価の観点から改善する。

②　実施状況

　ａ　実施内容:  

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）
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○　設置計画履行状況報告書（令和元年度）

　ａ　ホームページへの公表予定の有無　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表有の場合の公表（予定）時期　　（　令和元年　　９月　　２日　　）

　ｂ　公表無の場合の特段の理由　　（　　　　　　　―　　　　　　　）

（注）・　今後公表する予定の場合は、「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は、
　　　　「無」にマルを記入してください。

③　認証評価を受ける計画

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　１.令和２年４月上旬公表　次年度教員FD開催時

　　２.令和２年２月末公表　今年度インダストリー部会開催時

　ｂ　公表方法

　　１.次年度教員FD開催時に資料を作成し、所属教員へ配布

　　２.次年度インダストリー部会開催時に資料を作成し、部会員へ配布

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

　　・令和元年度に評価機関の評価を受審予定

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　計画通りに実施している。引き続き、設置の趣旨・目的に沿って教育・研究活動を計画通り実施することとしてい
　る。
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